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第7回現生及び、化石渦鞭毛藻国際会議 (Dino7)開催

2003年9月21日から 25日に長崎市において第7回現生及

び化石渦鞭毛藻国際会議 (7'hInternational Conference on 

Mod巴rnand Fossil Dinoflagellates; Dino 7)が開催予定である.

この国際研究会議は 1978年に第 l回がアメリカ合衆匡I(コ

ロラドスプリングス)で開催された後，ほほ4年に一度， 世

界各地で開催され，長崎で、の開催は第7回になる.今回の会

議で取り上げる主要なテーマは，進化 (分子生物学的系統分

類や生活史)，現在や過去の生産，現在や過去の海洋循環や環

境， 化学産生物の化石 (化学化石)記録，有害 ・有毒種の生

理・ 生態，などである.長llif，i.で、の会議で、は最近の社会的課題

として重要性が指摘されている沿岸海域の海洋環境保全と修

復という観点から，ま た開催地域が海洋資源の活用と保全を

特に重要視しているという観点から， ì~品鞭毛藻によるブルー

ムが主要なテーマになる.

原生生物界の主要な一群であるj品鞭毛藻は真核生物のI=!Jで、

も， 1)おそらく先カンブリア代に起源を持ち，その進化過程

において原核生物や真核生物との共生が行われてきたこと，

2)その結果として程多様性が極めて高く，海域-淡水域に広

く分布していること，3)従って化石記錦が豊富で，中生代以

降の標準化石として重要であり ，それが石油資源探査に活用

されていること，4)現在の海域でも基礎生産者として珪藻に

次ぐ重要な位置を占めている こと， 5)最近の特に沿岸域で広

域化と多発化 している有害 ・ 有毒赤i~i}Jの主要原因生物群であ

ること，などの特徴をもっ.このような渦腕毛藻について系

〈藻類学会のホームページアドレス変更のお知らせ〉

統分類学的， 生態学的，生物化学 I:I~，古生物学的，古淘洋学
的観点ムすなわち生物学研究者と古生物学研究者とが一堂に会

し，種々の異なった研究手法を通して渦鞭毛藻研究への理解

をI染めることを目的としている.

囲内組織委員会と事務局は以下の通りである.また， 2nd

circulmが下記のホームページで公表されており，参加l手続き

もインターネットで行える.
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このたび、学会のホームページが国立情報学研究所のホームページサイ トに移設されま した。これに伴いア ドレスが

変更になりましたので、お知らせいたします。新しいアドレスは、 http: //wwwsoc.nii.ac.jp/jsp/deFault.htmlです。

編集後記

平成 14年 12月より 、和文誌 1);菜類」の編集委員長を仰せつかりました。編集委員長といっても何をしたらよいかわ

からず、前編集委員長、副委員長の田中さん、南雲さんに教えていただきながら、編集を進めたいと思っています。こ

れまでの編集はMacで行われていましたので、 Windows派の私にと ってはよくわからず、編集の実務はほとんど倉島さ

んにお願いしている次第です。次号からは編集作業を Windows上で行える よう にするつもりです。藻類学会第27回大

会は私どもの三重大学で開催されます。学会関係の記事、要旨を含みますので、年度の l号はいつもに比べ少し厚くなっ

ております。論文はもちろん、シンポジウムの要旨、学会や講演会等の案内、その他いろいろな案内や記事など、和文

誌は会員の皆様方で作る会誌です。今後ともご協力をお願いします (M.M.)

皆械の御協力のおかげで，多くの原稿が集まりました。初めての編集で，まだ分からない部分も多々ありますが，な

んとか作業を終わらせる事ができ，一安心 しております。これらからもよろしくお願いいたします。(A.K.)




